
広報たかはま H20.7.1 16

最
低
賃
金
法
が 

変
わ
り
ま
す 

リ
ウ
マ
チ
患
者
・
家
族 

講
演
会
と
医
療
相
談 

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

保
留
地（
宅
地
）を 

分
譲
し
ま
す 

栄
養
相
談 

な
ん
で
も
労
働
相
談
会 

          　
安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
保
留
地
２
区
画
を
公
開
抽
せ
ん
、

2
区
画
を
一
般
競
争
入
札
で
、
安
城

作
野
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
保

留
地
4
区
画
を
一
般
競
争
入
札
で
分

譲
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
7
月
１
日
貂
〜
9
日
貉
 

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。 

申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
　
安
城

市
役
所
区
画
整
理
課
 

◆
安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
 

抽
せ
ん
日
時
・
場
所
　
7
月
１４
日
豺

午
後
１
時
３０
分
、
安
城
市
役
所
大

会
議
室
 

入
札
日
時
・
場
所
　
7
月
１４
日
豺
 

　
午
後
3
時
、
安
城
市
役
所
大
会
議

室
 

◆
安
城
作
野
土
地
区
画
整
理
事
業
地
 

入
札
日
時
・
場
所
　
7
月
１４
日
豺
 

　
午
前
１０
時
、
安
城
市
役
所
大
会
議

室
 

問
合
せ
先
 

　
安
城
市
役
所
区
画
整
理
課
 

　
蕁
７６

‐1
1
1
1
 

 

  　
健
康
診
断
な
ど
で
血
糖
値
が
高
い

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
、
栄
養

相
談
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
あ
な
た
の
普
段
の
栄
養
・
運
動
状

況
か
ら
、
管
理
栄
養
士
が
糖
尿
病
予

防
の
た
め
の
栄
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

　
糖
尿
病
以
外
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。 

と
き
　
7
月
２２
日
貂
　
午
後
１
時
３０

分
〜
3
時
３０
分
（
１
人
３０
分
程
 

　
度
） 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
広
場
 

対
象
・
定
員
　
市
民
4
人
 

費
用
　
無
料
 

申
込
方
法
　
7
月
１６
日
貉
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２

‐9
8
7
1
 

    　
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
の
講
演
会
お

よ
び
医
療
相
談
を
開
催
し
ま
す
。 

講
演
　「
関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
最

前
線
〜
寛
解
を
め
ざ
す
治
療
の
実

際
〜
」 

講
師
　
船
橋
直
樹
氏
（
ふ
な
は
し
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
） 

と
き
　
7
月
２３
日
貉
　
午
後
2
時
３０

分
〜
4
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
三
好
町
立
保
健
セ
ン
タ
ー

3
階
大
ホ
ー
ル
 

対
象
　
リ
ウ
マ
チ
疾
患
患
者
と
そ
の

家
族
、
リ
ウ
マ
チ
疾
患
に
関
心
の

あ
る
方
 

費
用
　
無
料
 

申
込
方
法
　
7
月
１８
日
貊
ま
で
に
、

衣
浦
東
部
保
健
所
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
講
師
へ
の
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援
課
地

域
保
健
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
２１‐4
7
7
8
 

   　
県
で
は
、
愛
知
県
労
働
委
員
会
、

愛
知
労
働
局
お
よ
び
愛
知
社
会
保
険

事
務
局
と
共
催
で
「
な
ん
で
も
労
働

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
来
所
、
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

と
き
　
7
月
２４
日
貅
・
２５
日
貊
　
午

前
１０
時
〜
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
つ
る
ま
い
プ
ラ
ザ
（
愛
知

県
勤
労
会
館
）
事
務
棟
１
階
ロ
ビ

ー
（
Ｊ
Ｒ
鶴
舞
駅
、
地
下
鉄
鶴
舞

5
番
出
口
よ
り
南
へ
徒
歩
5
分
） 

相
談
内
容
　
 

・
解
雇
、
出
向
、
賃
金
、
退
職
金
、

労
働
時
間
等
の
労
働
条
件
 

・
募
集
、
採
用
、
雇
用
調
整
、
職
業

能
力
開
発
 

・
そ
の
他
労
働
関
係
の
相
談
 

申
込
方
法
 

・
当
日
電
話
に
よ
る
相
談
・
問
合
せ

先
（
専
用
電
話
） 

　
蕁
０５２‐７４１‐1
9
1
9
 

・
弁
護
士
の
相
談
 

　
各
日
午
後
1
時
〜
4
時
（
要
予
約
）

蕁
０５２‐９５４‐6
3
7
5
 

問
合
せ
先
 

　
県
労
政
担
当
局
労
働
福
祉
課
 

　
蕁
０５２‐９５４‐6
3
7
5
 

    　
7
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

・
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場

合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
の

施
策
と
の
整
合
性
に
も
配
慮
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
金

額
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
決
定
さ

れ
ま
す
。 

・
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場
合

の
罰
金
額
の
上
限
が
2
万
円
か
ら

５０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

・
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
不
払
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃

金
法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な

り
、
労
働
基
準
法
の
賃
金
の
全
額

払
違
反
の
罰
則
（
罰
金
の
上
限
額

３０
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

・
障
が
い
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
方
な
ど
に
関
す
る
適
用
除

外
が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減

額
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。 

・
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
刈
谷
労
働
基
準
監
督
署
 

　
蕁
２１‐4
8
8
5

と
き
　
7
月
9
日
貉
 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
広
場
ホ
ー
ル
 

講
師
　
飯
島
佳
代
先
生
（
日
本
福
祉

大
学
社
会
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
） 

対
象
者
　
市
民
３０
人
 

申
込
方
法
　
7
月
8
日
貂
ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
蕁
５２‐
 

　
9
6
1
0
）
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員 

実
務
研
修
受
講
試
験 

 

試
験
日
　
１０
月
１９
日
豸
 

願
書
配
布
期
限
　
7
月
２２
日
貂
 

願
書
配
布
場
所
　
い
き
い
き
広
場
、

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
な
ど
 

問
合
せ
先
 

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
蕁
０５２‐２３１‐3
2
2
4

そ
の
他 


